


























































































































































































































































































































































２）拙稿「青蔵高原の水資源と環境」『神戸女子大学文学部紀要』第 47 巻、2014 年。
３）馮雪紅『三江源蔵族生態移民三村』（社会科学文献出版社、2016 年、以下『蔵族生態移民』と略す）。この著
者を中心とする研究グループの現地調査は、2014 年７月 22 日～８月２日、2014 年８月 17 日～９月１日、2015

















民 53 戸に対する技能研修をおこなったところ、受講者は合計で自動車修理 23 人（次）、自動車運転５人（次）、
紡紗技術 19 人（次）、消防知識訓練５人（次）と積極性に欠けていた（秦大河前掲書、123 頁）。




17）同前書、78 ～ 80 頁。なお聞き取り対象者に男子が多く、女子が少ないのは、この研究グループの聞き取り
状況をそのまま反映している。

















態移民』と略す）45 ～ 46 頁。扶貧問題に関しては、資金不足が課題で地方政府の財政困難が要因となっている。
また扶貧資金の調達制度の不備も要因となっている。その管理部門が多いことや扶貧項目の重複建設、資金の
浪費はその効率化を妨げている。扶貧の数を求めるだけで、質を重んじないことも問題である（冉瑞平著『長
江上游地区環境与経済協調発展研究』中国農業出版社、2006 年、200 ～ 201 頁）。
35）『横断山区生態移民』51 ～ 53 頁。なおこの記録は、同前書を著した研究グループが、2004 年５月に 15 日間
の調査をしたデータによる。
36）同前書、56 ～ 58 頁。
37）同前書、62 頁。
38）同前書、69 頁。
39）同前書、70 頁。この宝清村の記録は、当該研究グループの 2004 年８月の５日間の調査による。
40）同前書、72 ～ 74 頁。
41）同前書、86 ～ 87 頁。
42）馬正友（30 歳の林地管理人、家族５人）の家庭では、調査時の年間収入 10,500 元、支出 9,000 元となっている（同
前書、90 ～ 92 頁）。
43）同前書、89 頁。
44）同前書、96 ～ 97 頁。この調査は、他地域と並行して調査カードを作成せず、座談会形式でおこなっている。
45）同前書、101 頁。
46）同前書、99 ～ 101 頁。
47）同前書、102 頁。







53）同前書、124 ～ 127 頁。
54）同前書、128 ～ 129 頁。
55）同前書、130 頁。
56）同前書、130 ～ 132 頁。傈傈族の女性が漢族と結婚するとき、族規に必ずしも順う必要はないが、相互理解
が進んで、水稲栽培でも肥料・種子・農薬などは漢族が出し、傈傈族が働いて収穫物を折半するなど役割分担
を決めている（同前書、133 ～ 134 頁）。
57）同前書、135 ～ 137 頁。
58）同前書、138 ～ 141 頁。
59）同前書、147 頁。
60）同前書、152 ～ 153 頁。
61）同前書、153 ～ 154 頁。
62）同前書、158 ～ 159 頁。
63）同前書、161 ～ 163 頁。
64）同前書、163 ～ 164 頁。この調査は、該研究グループが 2004 年４月６日に実施した。
65）同前書、165 頁。
66）同前書、166 ～ 167 頁。移民と漢族との間の反目はその後解消され、漢族は移民を無償で助ける状況も生ま
れてきたと調査は報告しているが、どのような経過で反目解消が実現したのかは語っていない。あるいは国家
の政策だけに、期待される成果を生んだと結論づける必要があったのかもしれない。





71）同前書、236 ～ 237 頁。
72）同前書、234 ～ 236 頁。
73）同前書、254 頁。
74）同前書、172 ～ 190 頁。
75）中共南陽市委組織部南水北調精神基地編、石成宝著『南水北調移民書記日記選』（人民出版社、2016 年）107 頁。
76）同前書、142 ～ 143 頁。
77）同前書、86 頁。
78）同前書、50 頁。
79）同前書、115 頁。
80）李振華著『水庫移民後期扶持・法律制度研究』（中国政法大学出版社、2014 年）３頁。
81）同前書、23 頁。丹江口ダムの工事完成後も故郷に帰りたいと思う多数の移民の存在が問題となっている（孫
海浜著『水庫移民生計問題研究』中国社会科学出版社、2014 年、３頁、53 頁）。
82）冉瑞平前掲書、109 頁では、環境保護部門の機構が不健全で、多くの県では独立した環境保護局がなく、部
門の編成も不十分、工作人員が少なくて任務が繁多、監督管理部門の設備の遅れに加えて経済部門より弱い立
場にあると指摘している。
　　
キーワード：中国の生態移民
